
特別史跡姫路城跡整備基本計画の概要 

 

第１部 序論 

これまでの姫路城及び周辺の変遷、保護の取組みを踏まえ、計画策定に至った経緯

を整理し、目的を明示 

第２部 特別史跡姫路城跡及び周辺の概要 

特別史跡指定の経緯及び区域の現況、過去の保存管理の取組みを整理したうえで、

保存と継承の重要性を明示 

第３部 保存管理計画〔特別史跡姫路城跡（世界文化遺産 資産）〕 

曲輪ごとに姫路城跡を構成する要素を分類し、それぞれの保存管理方法を明示、体

系化 

第４部 保存管理計画〔特別史跡姫路城跡周辺（世界文化遺産バッファゾーン等）〕 

外曲輪及びバッファゾーンの位置づけを明確にし、景観施策の推進を保存管理の基

本方針とし、景観形成、誘導策を明示 

第５部 整備・活用方針 

曲輪ごと整備方針に基づいた整備活用方針、植生管理の方針及び文化財保護と観光

振興の調和の重要性を示し、さらなる姫路城周辺の活性化策を明示 

第６部 保存管理体制の充実 

保存管理における様々な課題を整理したうえで、計画の推進策を明示 

第７部 整備計画 平成２３年度～３２年度において実施すべき計画 

曲輪ごとに、計画策定後１０年間における整備事業を明示 

（内曲輪） 

・ 大天守保存修理事業の推進 

・ 動物園運営管理方針の策定 

・ 建造物等の復元に向けた調査研究 

・ 植生調査及び管理 

（中曲輪） 

・ 城北地区の整備推進 

・ 公共公益施設の整備検討 

・ 見学ルート、案内サイン等の整備 

・ 植生管理 

（外曲輪及びバッファゾーン） 

・ 景観施策の推進 

・ 公共空間の整備 

・ 眺望景観の保全創出 
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